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大
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理
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殿

衆
議
院
議
員
田
島
一
成
君
提
出
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
整
備
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
田
島
一
成
君
提
出
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
整
備
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
八
年
十

月
に
、
日
本
国
有
鉄
道
（
当
時
）
及
び
日
本
鉄
道
建
設
公
団
（
当
時
）
が
取
り
ま
と
め
た
北
陸
新
幹
線
（
東
京
都
・
大
阪
市

間
）
調
査
報
告
書
に
お
い
て
は
、
Ａ
ル
ー
ト
を
「
福
井
市
附
近
か
ら
ほ
ぼ
北
陸
本
線
及
び
東
海
道
本
線
沿
い
に
、
米
原
町
附

近
を
経
由
し
て
大
阪
市
に
至
る
ル
ー
ト
」
と
、
Ｂ
ル
ー
ト
を
「
福
井
市
附
近
か
ら
ほ
ぼ
北
陸
本
線
及
び
小
浜
線
沿
い
に
小
浜

市
附
近
に
至
り
、
こ
れ
か
ら
南
下
し
て
大
阪
市
に
至
る
ル
ー
ト
」
と
し
た
上
で
、
次
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ア

距
離
及
び
所
要
時
分
は
、
Ｂ
ル
ー
ト
の
方
が
約
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
十
分
短
い
。

イ

工
事
費
は
、
Ｂ
ル
ー
ト
の
方
が
約
千
五
百
億
円
少
な
い
。

ウ

地
質
は
、
Ａ
Ｂ
両
ル
ー
ト
と
も
全
般
的
に
良
好
で
、
施
工
上
あ
ま
り
問
題
は
な
い
が
、
用
地
確
保
の
面
か
ら
み
る

と
、
Ａ
ル
ー
ト
の
方
が
は
る
か
に
困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

エ

北
陸
と
近
畿
圏
と
の
旅
客
流
動
（
約
二
万
千
人
／
日
）
は
、
北
陸
と
中
京
圏
と
の
旅
客
流
動
（
約
一
万
千
人
／
日
）

一



の
約
二
倍
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
旅
客
流
動
の
面
か
ら
は
、
流
動
の
多
い
北
陸
と
近
畿
圏
を
短
絡
で
き
る
Ｂ
ル
ー
ト

の
方
が
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
海
道
新
幹
線
の
輸
送
力
が
近
い
将
来
限
界
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ

の
対
策
と
し
て
、
暫
定
的
に
は
北
陸
新
幹
線
を
使
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
距
離
の
短
い
Ｂ
ル
ー
ト

が
望
ま
し
い
。

オ

沿
線
の
人
口
、
産
業
活
動
等
の
規
模
及
び
将
来
の
発
展
性
は
Ａ
ル
ー
ト
の
方
が
大
き
い
が
、
近
畿
圏
の
中
で
の
ウ
エ

イ
ト
は
小
さ
い
の
で
、
ル
ー
ト
選
択
の
重
要
な
要
素
に
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
諸
項
目
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
北
陸
新
幹
線
福
井
市
附
近
・
大
阪
市
間
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
流
動
の

多
い
北
陸
と
近
畿
圏
と
を
短
絡
し
、
工
事
費
が
少
な
く
、
か
つ
、
用
地
確
保
が
容
易
な
Ｂ
ル
ー
ト
を
選
定
し
た
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
調
査
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
七
日
に
公
表
さ
れ
た
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
整
備
検
討
委
員
会
の
中
間
と
り
ま
と
め
（
以
下
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま

え
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
に
つ
い
て
、
所
要
時
分
、
路
線
延
長
、
概
算
事
業
費
、
需
要
見
込
み
等
の
具
体
的
な
ル
ー

ト
の
選
定
の
検
討
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
、
分
析
し
、
及
び
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

二



三
に
つ
い
て

整
備
新
幹
線
整
備
事
業
の
新
規
事
業
採
択
に
当
た
っ
て
は
、
「
国
土
交
通
省
所
管
公
共
事
業
の
新
規
事
業
採
択
時
評
価
実

施
要
領
」
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
付
け
国
官
総
第
三
百
六
十
七
号
・
国
官
技
第
四
百
二
十
二
号
国
土
交
通
事
務
次
官
通

知
）
等
に
基
づ
き
、
費
用
便
益
分
析
、
地
域
経
済
効
果
、
環
境
へ
の
効
果
又
は
影
響
、
安
全
へ
の
効
果
又
は
影
響
等
の
項
目

に
つ
い
て
、
総
合
的
に
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
乗
換
え
抵
抗
を
最
小
限
に
抑
え
る
努
力
を
前
提
と
し
た
検
討
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
中
間
と
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
、
御
指
摘
の
三
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
所
要
時
分
、
路
線
延
長
、

概
算
事
業
費
、
需
要
見
込
み
等
の
具
体
的
な
ル
ー
ト
の
選
定
の
検
討
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
交
通
政
策
審
議
会
陸
上
交
通
分
科
会
鉄
道
部
会
整
備
新
幹
線
小
委

員
会
に
お
け
る
国
土
交
通
省
か
ら
の
提
出
資
料
に
お
い
て
、
「
未
着
工
区
間
に
活
用
可
能
な
財
源
見
込
み
」
は
「
合
計

約

三



三
兆
六
千
三
百
億
円
」
で
あ
り
、
「
事
業
ペ
ー
ス
を
調
整
し
て
整
備
す
る
場
合
の
総
工
事
費
」
は
、
「
北
海
道
新
幹
線
新
函

館
・
札
幌
間

一
兆
六
千
七
百
億
円
」
、
「
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間

一
兆
千
三
百
億
円
」
及
び
「
九
州
新
幹
線
（
長

崎
ル
ー
ト
）
武
雄
温
泉
・
長
崎
間

五
千
億
円
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
「
公
共
事
業

関
係
費
は
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
便
宜
上
平
成
二
十
四
年
度
以
降
も
同
水
準
と
仮
置

き
。
た
だ
し
、
公
共
事
業
関
係
費
は
縮
減
傾
向
に
あ
り
、
将
来
的
に
は
下
振
れ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
」
こ
と
も
示
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
指
し
て
、
同
小
委
員
会
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
発
言
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
新
快
速
列
車
等
が
京
阪
神
都
市
圏
と
敦
賀
駅
と
の
間
で
運
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
が
開
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
敦
賀
駅
に
お
い
て
新
幹
線
と
こ
れ
ら
の

新
快
速
列
車
等
が
接
続
で
き
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
幹
線
鉄
道
の
多
重
化
が
確
保
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四


